 2 / 2
（別添第17号）【認定こども園１号認定子どもの場合】保護者 → 主治医 → 保護者 → (保育所等)→ 保育支援課
　【上記以外】保護者 → 主治医 → 保護者 → (保育所等) → 区子育て支援課 → 保育支援課　　　　

難　病　等　の　意　見　書

児 童 名　　
生年月日　　　令和　　年　　月　　日生
保護者名　　
住　　所　　

【診断名】
 　　　　　　
　 　　　　　

※保育施設は、乳幼児が長時間にわたり集団で生活する場です。食事や午睡、集団での遊びなど、同じ保育室の中で、他のお子さんと濃厚に接触する機会が多くあり、一般的には感染症を防ぐのは難しい環境にあります。
※保育施設での集団生活について、下記の該当箇所について、記載をお願いします。

１．心肺機能について
※４ページ　別紙「心肺機能障がい活動規制表 」を参考にご記入ください。
	
	A
	感染症にかかった場合に重症化するリスクが高い、保育所等での実施が困難な医療的ケアを必要とするなど、健康面に特段の留意が必要。

	
	B
	運動制限の有無に関わらず、常時十分な配慮が必要である。

	
	C
	運動全般に制限があり、配慮が必要であるが、Bに相当しない。

	
	D
	いずれかに該当。
①中等度の運動に制限があり、配慮が必要。
②運動制限はないが、十分に配慮が必要。

	
	E
	いずれかに該当。
①強い運動に制限があり、配慮が必要。
②運動制限はないが、十分に配慮が必要。

	
	F
	集団生活について支障がない。


該当するものに○をご記入ください。

●具体的な配慮点


（裏面に続く）
２．嚥下について
該当するものに○をご記入ください。
	
	A
	集団生活での対応が難しく、居宅訪問保育での対応が必要である。

	
	B
	食事形態の工夫や姿勢管理等の配慮をした上で、嚥下の確認のために、
常時見守りが必要。

	
	C
	食事形態の工夫や姿勢管理等の嚥下に配慮した食事の介助が必要。

	
	F
	食事場面で特別な配慮の必要はなく、集団生活について支障がない。



●具体的な配慮点
 
 
 

３．定頸について
該当するものに○をご記入ください。
	
	定頸している。

	
	現時点で定頸していないが、数か月のうちに定頸する見込みがある。

	
	定頸の見込みはわからない。




４．けいれんについて　※０歳児のみ記入。
該当するものに○をご記入ください。
	
	A
	集団生活での対応が難しく、居宅訪問保育での対応が必要である。

	
	B
	けいれんが頻発するため、常にそばで見守る必要がある。

	
	F
	けいれんについて特別な配慮の必要はなく、集団生活について支障がない。



●具体的な配慮点   
　
　
　
※保育施設での薬の預かりについては、別途、投薬情報書が必要。（３ページに続く）

５．その他
上記以外に、配慮が必要なことがあれば、ご記入ください。
　
　
　
　

上記の通り意見書とします。　
令和　　　年　　　月　　　日  
医療機関名 　　
                             　　 主治医氏名　　　




















心肺機能障がい活動規制表【参考資料】難病等の意見書　別紙


	
活動規制区分 
	    A
	    B
	    C
	    D
	    E
	F 

	他動的活動
	ストレッチ  身体接触遊び
揺らし遊び  布ブランコ
感触あそび
	禁止
	配慮の
もとに可
	可
	可
	可
	可

	自発的な運動・遊びの種類
	軽い運動
	わらべうた遊び   砂遊び
簡単な体操       リズム遊び
すべり台         ジャングルジム
ボール投げ       水遊び
	禁止
	禁止
	配慮の
もとに可
	可
	可
	可

	
	中等度の運動
	飛び降り       陣とり鬼
球あて遊び     ブランコ
うんてい       登り棒
マット遊び     鉄棒遊び
	禁止
	禁止
	禁止
	禁止
	可
	可

	
	強い運動
	  かけっこ      追いかけ遊び
  縄跳び        プール遊び 
	禁止
	禁止
	禁止
	禁止
	禁止
	可

	その他の運動 
	運 動 会 
	禁止
	禁
止
	禁止
	種目により可
	種目により可
	可

	
		遠	足 
	禁止
	禁
止
	禁止
	内容
により可
	内容
により可
	可


注１．この表の強度区分は、ひとつの基準を示すものであり、同一の運動種目でも実施方法により
強度区分は変わるものもある。
また、ここにあげた種目以外についても、それぞれの内容を考慮して強度を区分する。 
注２．スポーツクラブ（水泳、体操教室など）の参加は医師と協議が必要。 

	活動規制区分のめやす

	A 
	心疾患が重篤であり、在宅医療または入院の必要なもの

	B 
	心疾患は重篤ではあるが、個別的かつ配慮が整った環境で体調の見守りが必要なもの

	C 
	１．心不全の既往あり、かつその危険のあるもの  ２．心不全で治療中のもの
３．チアノーゼ強く運動障害の強いもの

	D 
	１．A・B 以外の重症心疾患 
２．心筋疾患および心電図変化の著名な術後の疾患、危険を伴う可能性のある疾患

	E 
	中等度の心疾患

	F 
	１．軽症先天性心疾患（ＡＳＤ、ＶＳＤ、ＰＳなど） ２．運動負荷で軽快する不整脈



